Record of a rare labrid fish Macropharyngodon moyeri from Kagoshima and Kochi, Japan by 遠藤, 広光 et al.
Bull． Mar． Sci． FishリKochi翫勿．
No． 21， pp． 41－45， 2001
鹿児島県と高知県で採集されたべラ科の稀種
         ウスバノドグロベラ
遠藤広光1・山川 武1・平田智法2・町田吉彦1
1高知大学理学部自然環境科学科 780－8520高知市曙町2－5－1
2愛媛県宇和島市
Record of a rare labrid fish Macrophar yngodon moyeri from
          Kagoshima and Kochi， Japan
Hiromitsu ENDoi， Takeshi YAMAKAwAi， Tomonori HiRATA2 and Yoshihiko MAcHIDAi
エDePartment ofNatural Environ〃zentα1 Science， Faculty ofScience， K∂chi Univers勿，
2－5－1 Akebono－cho， Koehi 780－8520，ノal）an
e－mail： endoh＠cc，kochi－u．ac．／）
2 Uwal“ima City， Ehime Prefecture
Abstract： The occurrence of a rare labrid fish， MaeroPharyngodon moyeri Shepard and Meyer， 1978， is reported
based on two specimens from Kuchierabu－jima of Kagoshima and Okinoshima of Kochi Prefectures， southwestern
district of Japan． Although the species has previously been known from Miyake－jima of the lzu lslands， lzu
Peninsula， Okinawa and Taiwan， the present record fills the disrupting distribution of the speeies from the Pacific
coasts of central Japan and from the Ryukyu lslands and Taiwan．
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 ベラ科ノドグロベラ属（MacroPharyngodon）は現在10種を含み，インドー太平洋熱帯域のサ
ンゴ礁を中心に分布する（Randall，1978；Parenti and Randall，2000）．本属は成魚の標準体長が
12・・ 13 cm程度であり，ベラ月内では小型のグループである．日本にはノドグロベラM． meleagris
（Valenciennes，1839），セジロノドグロベラM． negrosensis Herre，1932およびウスバノドグロベ
ラM． moyeri Shepard and Meyer，1978の3種が分布する（島田，2000）．これらのうち，ウスバ
ノドグロベラは三宅島産の4個体の標本をもとに記載された．その後，三宅島や伊豆半島で標
本が採集され，水中写真も撮影されている（荒賀，1984；益田・アレン，1987；益田，1992；益
田・小林，1994）．さらに，沖縄および台湾からの記録がある（沈，1993；島田，1993）．しか
し，原記載以降に記載をともなった二種の採集記録はない．
 1976年5月に鹿児島県口之永良部島および2001年7月に高知県宿毛市沖の島沿岸で，ウスバ
ノドグロベラがそれぞれ1個体採集され，また，高知県大月町勤崎でも水中写真が撮影された
ので報告する．計数および計測方法はRandall（1♀78）およびShepard and Meyer（1978）に
従った．標本は高知大学理学部海洋生物学研究室（BSKU）および高知高等学校（KSHS）に
保管されている．
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MacroPharyngodon moyeri Shepard and Meyer， 1978
      ウスバノドグロベラ
         Figs． 1－2
Macropharyngodon〃moyeri Shepard and Meyer，1978：159；荒賀，1984：201；益田・アレン，1987：
  354；益田，1992：264；沈，1993：955；島田，1993：864，2000：986；益田・小林，1994：263；
  Parenti a皿d Randall，2000：30．
記載標本 BSKU 54993，1個体，36．7mm standard length（SL），高知県宿毛市沖の島久保浦，水
深10m，2001年7月11日，採集者：平田智法；KSHS 22370，1個体，87．8 mm SL，鹿児島県熊毛郡
上屋久町口之永良部島本村湾，1976年5月14日．
記載 背鰭鰭条数D（，12；轡鰭鰭条数III，12；胸鰭鰭条数12；腹鰭鰭条数1，5；尾鰭分枝鰭条数12；
有孔側線鱗数27；鯉紀年17－18；脊椎骨数：25．
 計測形質をTable 1に示す．体は側扁し，頭部は大きく，斗酒は標準体長の32～37％．尾
柄部は短くて，やや高く，標準体長の16～17％．眼径は頭長の30％．両眼間隔は頭長の27％．
口は小さく，端位．両顎は側扁する．前端部は尖る（Fig．1A）．両顎前端の一対の歯は著しく
大きく，斜め前方へ突出し，先端部はやや内側へ湾曲する．その後方に扁平状歯が疎らに並
び，後方へ向かい次第に小さくなる（Fig．1B）．上顎口角部には前方へ向く1対の発達した犬
歯状歯があり，閉口時に前半部が露出する．鼻孔は小さい．前鼻孔は短い管状で，後鼻孔前
縁には円形皮弁がある．左右の鯛膜は完全に癒合して皮摺を形成し，峡部に広く癒着する．
擬i鰐がある．
 背鰭の棘条彫は軟条部に比べわずかに低い．一膝始部はほぼ背鰭第9棘直下に位置する．胸
鰭最上端の第1隠味は著しく短く，痕跡的．胸鰭第2丈量のみ不分枝で，他の軟条はすべて分
枝する．腹鰭最長軟条は大型個体（KSHS 22370）でやや伸長する．尾鰭はほぼ載形で，隅角
部は丸い．
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Fig 1．Line drawings of MacroPharyngodon moyeri from
  Kuchierabu－jima， Kagoshima， Japan （KSHS 22370， 84．7
  mm SL） ： A） head； B） jaws． Drawn by T． Yamakawa．
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Table 1． Proponional measurements of MacroPhaayngodon moyeri expressed in
    thousandths of standard length
Shepard ＆ Meyer （1978）Present specimens
Characters Four types BSKU 54993KSHS 22370
Standard length （mm）
Greatest body depth
Greatest body width
Length of head
Length of snout
Interorbital width
Eye diameter
Snout to dorsal fin origin
Snout to anal fin origin
Length of dorsal fin base
Length of pectoral fin
Length of pelvic fin
Depth of caudal peduncle
Length of caudal peduncle
Length of first dorsal spine
Length of ninth dorsal spine
Length of longest dorsal ray
Length of third anal spine
Length of longest anal ray
Length of caudal fin
43．5－84．0
326－349
147－158
330－347
105－113
88－96
62－80
294－299
520－536
669－706
227－239
171－200
164－173
116－124
55－60
95－103
138－158
70－85
136－155
236－260
36，7
338
144
368
109
10ユ
89
315
556
665
218
i77
172
101
82
120
142
98
136
264
84．7
384
ユ26
321
97
87
59
266
562
682
207
i98
162
111
65
1kng
孫
233
 頭部は項部側面を除き無鱗．峡部から腹鰭基底にかけて広い無上域がある．側線は1本で，
体の前方ではやや背鰭基底寄りに走り，後方では背鰭第9～12軟条直下付近で急激に下降す
る．有孔側線鱗上に通常3個の感覚孔が開く．
 BSKU 54993の卯時の体色は，全体に焼色で，頭部背面，背鰭と腎鰭鰭膜に黄緑色の虫食い
状斑がある（Fig．2A）．体側に不明瞭で幅広い暗色横帯が5本あり，奇数番目の横帯は背鰭基
底に達する．体側鱗は，後縁が鮮やかな許色で，他は淡い黄緑色から機色．頭部側面下部は
明黄色から明黄緑色を帯びる．虹彩は青色を帯びる．峡部から尾柄部にかけての腹側に不明
瞭な6本の白色帯がある．生時には，体側に白色斑点列がある（Fig．2B）．鯉蓋部後端に黒色
斑があり，その前方部に黒色斑よりもやや大きな黄緑色域がある．背鰭第1～2棘条間の鰭膜
の1小黒色斑は，小型個体では不明瞭で，大型個体では明瞭．背鰭および三論後端に，それぞ
れ黄緑色で縁取られた瞳孔大の1黒色斑がある．背鰭と啓鰭の縁辺，胸鰭全域，尾鰭の後方約
3／4および腹鰭内側の鰭膜は透明．液浸標本では，鯉蓋部の黒斑，体側の横帯，背鰭および轡
鰭の黒色斑が明瞭に残る．
分布 伊豆諸島（三宅島），伊豆半島，高知県沖の島および大月町（本研究），鹿児島県口之
永良部島（本研究），沖縄および台湾の沿岸域．
生息状況 高知県沖の島産の個体は，水深10mのカギケノリが繁茂した転石付近で採集され
た（Fig．2B）．また，1999年2月21日に高知県大月町勤崎の水深7mの転石域で本種の雌（目
視全長約8cm）が撮影された（Fig．2c）．いずれの個体も単独で行動していた．三宅島産のタ
イプ標本は，水深647mの海藻（ウミウチワ属やミル属など）が繁茂している転石や砂地で採
集されている（Shepard and Meyer，1978）．
備考 本標本の計数および計測形質，形態形質，鮮時の体色はShepard and Meyer（1978）に
よる本種の原記載の計数および計測値や記載によく一致した．
 本種は，背鰭および轡鰭軟条が12本であることと，数本の側扁した上顎歯をもつことによ
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りM．leuiteri Randall，1978
にもっともよく似る． しか
し，本月は鯉蓋部後端の黒
斑が小さく，青く縁取られ
ないことでM．kuiteriと区
別される（Shepard and
Meyer，1978：Fig．5）．両種
の体色の差異は，特に小型
個体では明瞭である．ま
た，日本産の他2種は背鰭
および腎耳聞条数が少ない
こと（10および10・一11本），
側扁した上顎歯をもたない
こと，体色と斑紋が明瞭に
なり，一種との識別は容易
である（島田，2000）．
 従来の四種の最小個体
は，Shepard and Meyer
（1978）の原記載で示され
た43．5mm Sしであり，
BSKU 54993はこれまでの
本題の最小個体となる．一
方，本種の最大個体は荒賀
（1984）により鮮時の標本
写真が示された約120mm
SLの雄であり，これらの
ことから，下種の既知標本
の体長幅は36．7－120mm Sし
となる．本種の成長にとも
なう体色と斑紋の変化は次
の通りである．背鰭前端の
黒色斑は次第に明瞭とな
り，最大個体では後方へ伸
長して第4棘に達する．頭
部の榿色と緑黄色の斑模様
は雄では明瞭となる．ま
た，大型個体の体側中央部
は黄色味を帯びる．尾鰭後
Fig 2． MacroPhai yngodon moyen’ from Kochi， Japan： A） juvenile （BSKU
  54993， 36．7 mm SL） from Okinoshima； B） underwater photo of
  BSKU 54993， 10 m depth， Okinoshima， by T． Hirata； C） under－
  water photo of a female （ca． 8 cm TL） ， 7 m depth， Tsutomezaki，
  Otsuki， 21 February 1999， by T． Hirata．
半部の透明部分に色素が次第に沈着し，最大個体では尾鰭上部が黄色となる．背鰭および轡
鰭の黒色眼状斑は，50mm SLを越える個体では消失する．大型個体の垂直鰭基底部付近は青
色を帯びる．
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 本種の鹿児島県口之永良部島および高知県沖の島での採集記録は，これまでの分布の空白
域を埋めるものであり，本種が南日本の太平洋沿岸から台湾にかけて広く分布することを示
唆する．
比較標本 ノドグロベラM．〃melegris（1個体）：KSHS 13474，116．6 mm SL；セジロノドグロベ
ラM． negrosensis（2個体）：BSKU 50920，40．3 mm SL；KSHS 21417，42．1 mm SL．
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